
平成２９年度第６回                資料１４（提案８） 

別紙 

 

平成２９年度企画提案型協働事業（アイデア審査） 

「武西の里山 保全と調査事業」 

提案に関する委員会付帯意見 

 

１ 事業の目的や内容が明確であり、市との協働事業にふさわしい企画提案です。 

 

２ 長期的な展望から高い事業効果が得られるよう、市との協議を進めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各委員の参考意見（ふせんの転載） 

 

事業目的・内容が明確 

・事業内容、目的が明確だと思います。 

・必要な事業で市との協働作業としてふさわしいと思う。 

・市と住民双方にとって有益と思料される。作業リスクへの対応は今後の課題。 

・貴団体の持つ専門性が活かすことができる事業だと思います。 

 

さらに発展できる長期的な仕組みづくりを 

・市の所有地ということで、３年継続後のことを検討していく必要があると思う。 

・（要望）市との協働事業として、他の地区の里山保全にも活用、拡大できるようなモデル事業として

実施して頂きたい。 

・（要望）モニタリング調査等の結果やノウハウを里山保全、環境保護資料として、公開して頂きたい。 

・すばらしい活動と思います。役務提供をボランティア（無償）の善意によっているようであるが、一

定のペイを払えるような仕組みにして、益々発展されることを期待したい。（①活動員の強化、②質

の高いサービス提供） 

・単なる草刈りではなく、生物多様性の維持を念頭に置いた、土地の管理という視点は独特だと思いま

す。団体と行政の協働による、相乗効果を期待します。 

・現在は武西地区など一般には入れない様ですので、もっとボランティアなど募る為には、気軽に参加

出来るイベントが多く開かれる事が望ましいのでは。 

・長期的なビジョンが市に頼りすぎであり、自らの主体性が希薄です。 

 

 


